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菩
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㈠ 

は
じ
め
に 

 

 

福
岡
県
東
部
の
豊
前
市
に
位
置
す
る
求
菩
提
山
は
修
験
道
の
豊
前
六
峰
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、
中
世

以
降
天
台
宗
寺
門
派
で
あ
っ
た
本
山
派
修
験
の
本
山
聖
護
院
に
属
し
、
最
盛
期
に
は
五
百
余
坊
を
数
え
る
一

大
修
験
道
場
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

求
菩
提
山
の
開
創
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
文
書
『
求
菩
提
山
雑
記
』（
㊟
１
）
に
記
し
て
い
る
様
に 

継
体
天
皇
二
十
年
（
５
２
６
）
猛
覚
磨
卜
仙
が
金
光
を
尋
ね
て
山
頂
に
登
り
、
国
霊
神
の
祠
を
建
て
て
、
祭

祀
し
た
こ
と
に
よ
り
求
菩
提
山
が
開
か
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
猛
覚
磨
卜
仙
は
、
災
い
を
成
す
威
奴

嶽
（
犬
ケ
岳
）
の
八
匹
の
鬼
（
山
霊
）
を
呪
術
で
甕
に
封
じ
た
と
さ
れ
る
。 

㊟
１ 

「
人
皇
廿
七
代 

継
体
天
皇
即
位
よ
り
廿
年
丙
午
歳
、
猛
覚
磨
卜
仙
と
云
も
の
此
岳
の
金
光
に
認
て 

山
頭

攀
登
た
り
し

、
頗 

神
明
降
霊
の
瑞
相
い
ち
し
る
き
か
故

、
始
て 

顕
国
霊
神
の
祠
を
建
て 

是
を
祭
奉
る
、
是
神
霊
此
岳
に
鎮
座
し

始故

爰

亦
威
奴
嶽
と
い
ふ
峻
嶺
あ
り
、
山
霊
尤
強
暴

し
て
国
家

害
を
な
す
が
故

、
卜
仙
是
を
降
伏
し
彼
嶽
の
絶
頂

一
つ
の
甕
を
置
八
鬼
を

て
悉
く
其
霊
を
甕
の
中

封
し
、」 

『
求
菩
提
山
雑
記
』
は
天
保
年
間
（
１
８
３
０
年
～
１
８
４
３
年
）
に
書
か
れ
た
文
書
。『
山
岳
宗
教
史
研

究
叢
書
１
８
修
験
道
資
料
Ⅱ 

』
西
日
本
編
所
収 

名
著
出
版
刊 

昭
和
５
９
年 

  
 
 

㈡ 

求
菩
提
山
と
朝
鮮
の
巫
女
信
仰 

 

求
菩
提
山
と
朝
鮮
の
民
俗
学
に
見
ら
れ
る
巫
女
信
仰
の
類
似
性
か
ら
猛
覚
磨
卜
仙
が
巫
女
で
あ
っ
た
可
能

性
に
つ
い
て
以
下
論
じ
て
み
た
い
。 

猛
覚
磨
の
表
記
は
『
求
菩
提
山
雑
記
』
及
び
『
求
菩
提
山
縁
起
』
は
磨
の
字
を
使
用
し
て
い
る
が
、
中
野

幡
能
氏
の
論
文
「
求
菩
提
山
修
験
道
の
起
源
と
そ
の
展
開
」
に
お
い
て
は
、
魔
の
字
を
使
っ
て
い
る
。
卜
仙

の
猛
の
解
字
は
、
猛
々
し
い
犬
の
意
を
あ
ら
わ
し
、
覚
魔
に
つ
い
て
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
覚
魔
子
（ch

ü
e
h

2 

m
o

2 tz ŭ

）
と
い
う
字
句
が
み
ら
れ
、“
蒙
古
、
西
蔵
の
婦
人
の
尼
僧
に
な
っ
た
も
の
”
を
意
味
し
て
い
る
。 

『
求
菩
提
山
雑
記
』
に
見
ら
れ
る
禍
を
な
す
鬼
を
甕
に
封
じ
る
習
俗
に
つ
い
て
三
品
彰
英
氏
は
巫
女
が
悪
霊

を
瓶
や
壺
に
封
じ
る
宗
教
的
儀
式
が
朝
鮮
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
対
馬
に
お
い
て
も
村
は
ず
れ
の
丘
や
小
山
の

上
に
壺
や
瓶
を
御
神
体
と
し
て
祭
祀
す
る
事
例
を
報
告
し
て
い
る
。(

㊟
２) 

そ
の
事
例
を
通
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
猛
覚
魔
卜
仙
に
み
ら
れ
る
呪
法
に
近
似
し
た
形
態
が
巫
女
を

司
祭
者
と
し
た
朝
鮮
の
習
俗
に
残
っ
て
お
り
、
そ
の
源
流
と
し
て
朝
鮮
半
島
伝
来
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

『
扶
桑
略
記
』（
巻
六
）
に
、
養
老
年
間
に
九
州
南
部
で
勃
発
し
た
隼
人
の
反
乱
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
民
俗
学
者
中
山
太
郎
氏
は
、
禰
宜
の
辛
嶋
勝
代
豆
米
は
即
ち
刀
自
で
あ
る
か
ら
、
女

性
で
あ
っ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
と
評
し
て
い
る
。
更
に
、
我
国
の
神
道
発
達
史
、
古
代
社
会
史
、
民
族

史
の
視
点
か
ら
も
原
始
神
道
が
巫
女
教
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。

（
㊟
３
） 

そ
の
証
左
の
一
つ
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
三
二
年
（
六
二
四
）
九
月
丙
子
の
条
に
も
、
僧
が
八
一

六
人
、
尼
が
五
六
九
人
で
あ
る
か
ら
、
比
率
は
ほ
ぼ
六
対
四
で
、
尼
の
比
率
が
か
な
り
高
い
と
言
え
る
で
あ
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ろ
う
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
田
村
圓
澄
氏
は
、
尼
の
数
が
多
い
の
は
仏
教
伝
来
以
前
か
ら
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
影
響
を

指
摘
し
て
い
る
。（
㊟
４
） 

『
旧
唐
書
』「
新
羅
伝
」
武
徳
四
年
（
六
二
一
年
）
に
“
好
祭
山
神
”
の
文
言
が
見
ら
れ
る
様
に
、
北
部
九
州

の
修
験
道
の
源
流
が
、
山
の
神
を
祭
祀
す
る
新
羅
の
花
郎

フ
ァ
ラ
ン

道
に
由
来
し
て
い
る
と
、
中
野
幡
能
氏
は
述
べ
て

い
る
。（
㊟
５
） 

『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
巻
第
四
真
興
王
三
十
七
年
（
五
七
六
）
春
の
花
郎
の
記
事
（
㊟
６
）
に
よ
れ
ば
、

花
郎
の
担
い
手
が
男
性
と
な
っ
た
の
は
新
羅
時
代
後
期
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
母
系
社
会
を
形
成

し
て
お
り
、
三
人
の
女
王
（
㊟
７
）
を
輩
出
す
る
な
ど
、
百
済
、
高
句
麗
そ
の
後
の
王
朝
で
は
見
ら
れ
な
い

特
徴
を
有
し
て
お
り
、
当
初
女
性
が
花
郎
集
団
の
長
で
宗
教
的
司
祭
者
で
あ
り
、
か
つ
巫
医
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

中
野
幡
能
氏
は
新
羅
花
郎
の
文
化
が
彦
山
、
求
菩
提
山
の
周
辺
に
も
色
濃
く
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。（
㊟
８
） 

 

『
日
本
書
紀
』(

巻
第
八)

仲
哀
天
皇
八
年
九
月
条
に
は
「
眼
災
之
金
、
銀
、
彩
色
、
多
在
其
国
。
是
謂
栲

衾
新
羅
国
焉
。」
と
あ
り
、
新
羅
は
宝
の
あ
る
国
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
金
、
銀
等
の
表
記
が
見
ら
れ
貴

金
属
の
採
掘
、
精
錬
に
お
い
て
も
技
術
水
準
が
高
か
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
て
い
る
。 

『
日
本
書
紀
』（
巻
第
二
十
九
）
天
武
天
皇
十
一
年
（
六
八
二
）
四
月
癸
未
に
、「
癸
未
。
筑
紫
大
宰
丹
比
真

人
嶋
等
貢
大
鐘
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
鐘
の
鋳
造
に
関
し
て
は
九
州
で
し
か
製
造
で
き
な
か
っ
た
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。 

国
宝
京
都
妙
心
寺
と
観
世
音
寺
の
銅
鐘
は
、
鐘
身
の
大
き
さ
、
形
状
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

じ
工
房
で
同
じ
時
期
に
製
作
さ
れ
た
兄
弟
鐘
と
さ
れ
て
い
る
。
妙
心
寺
鐘
に
は
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）

糟
屋
評
（
現
福
岡
県
糟
屋
郡
）
の
春
米
連
広
國
が
鋳
造
し
た
鐘
で
あ
る
旨
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、

観
世
音
寺
の
鐘
に
は
「
天
満
」、「
上
三
毛
」、「
麻
呂
」
と
い
っ
た
線
刻
が
施
さ
れ
て
お
り
、
上
三
毛
と
は
豊

前
國
上
三
毛
（
現
福
岡
県
築
上
郡
上
毛
町
）
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
つ
の
鐘
の
蓮
華
座
、
上
下
の
唐
草
模
様
が
豊
前
地
方
出
土
の
新
羅
系
瓦
に
見
ら
れ
る
文
様
と
酷
似
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
豊
前
地
方
の
渡
来
系
（
新
羅
系
）
の
技
術
者
集
団
に
よ
る
製
作
と
見
ら
れ
て
い
る
（
㊟
９
）。 

 

『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
元
年
一
二
月
丁
亥
の
条
に
、
大
神
杜
女
が
八
幡
神
の
司
祭
者
と
し
て
、
天
皇
と

同
じ
紫
色
の
輿
で
東
大
寺
に
参
拝
し
て
い
る
記
述
が
あ
り
、
宇
佐
八
幡
の
司
祭
者
が
禰
宜
尼
で
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
大
神
杜
女
へ
の
破
格
の
待
遇
に
注
目
し
た
い
。
聖
武
天
皇
が
、
河
内
の
知
識

寺
に
行
幸
の
折
に
、
盧
舎
那
仏
造
立
を
思
い
立
っ
た
が
思
う
よ
う
に
は
い
か
ず
、
八
幡
神
の
絶
大
な
協
力
を

得
て
大
仏
が
完
成
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
豊
前
地
方
に
は
、
高
度
な
製
錬
鋳
造
技
術
を
有
し
た
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
鋳
造
技
術
を
有

し
た
ハ
イ
テ
ク
集
団
が
存
在
し
、
そ
の
技
術
者
集
団
が
東
大
寺
の
大
仏
鋳
造
に
大
い
に
寄
与
し
た
功
績
を
含

め
た
八
幡
神
の
御
杖
大
神
杜
女
へ
の
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
（
㊟
１
０
） 

 

ま
た
、
中
野
幡
能
氏
は
、
頼
厳
の
出
自
で
あ
る
辛
嶋
氏
は
代
々
巫
女
と
し
て
八
幡
神
に
仕
え
る
家
柄
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
更
に
求
菩
提
山
に
辛
嶋
氏
の
系
譜
を
引
く
頼
厳
が
中
興
の
祖
と
し
て
入
山
し
た
必
然
性
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。（
㊟
１
１
） 

 

以
上
、
豊
前
地
方
の
新
羅
文
化
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
求
菩
提
山
の
開
山
で
あ

る
猛
覚
魔
卜
仙
は
、
従
来
の
呪
術
性
の
強
い
覡
と
捉
え
る
従
来
の
視
点
に
巫
女
、
優
婆
夷
で
あ
っ
た
可
能
性
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も
考
え
ら
れ
る
。 

 ㊟
２ 

「
神
を
瓶
の
中
に
か
り
こ
め
る
（
追
い
込
め
る
）
と
い
う
奇
妙
な
話
も
、
朝
鮮
の
巫
女
が
祭
壇
に
壺
を
奉
安

し
、
そ
れ
を
神
霊
の
依
代
な
い
し
は
容
器
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
告
祀
（k

o
-s

a

）
の
呪
儀
す
な
わ
ち
悪
鬼
・

病
魔
な
ど
敵
意
を
も
つ
神
霊
を
逐
い
払
う
時
、
神
竿
（
神
将
竿
と
も
い
う
）
を
も
っ
て
逐
い
迫
り
悪
霊
を
瓶

や
壺
の
中
に
追
い
込
ん
で
、
こ
れ
を
封
じ
て
土
中
深
く
埋
め
た
り
川
に
流
し
て
し
ま
う
と
言
う
呪
儀
か
ら
解

説
が
出
来
る
。
ま
た
対
馬
で
は
社
殿
の
な
い
神
社
が
多
く
、
村
は
ず
れ
の
丘
や
小
山
の
上
に
壺
や
瓶
を
御
神

体
と
し
て
奉
安
し
て
い
る
実
例
の
多
い
こ
と
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。」 

『
増
補
日
鮮
神
話
伝
説
の
研
究
』「
応
神
と
八
幡
神
」（
九
四
頁
四
行
～
九
行
）
１
９
７
２
年 

平
凡
社 

㊟
３ 

「
（
養
老
四
年
）
九
月
、
有
征
夷
事
。
大
隅
、
日
向
両
国
乱
逆
、
公
家
祈
請
於
宇
佐
宮
。
其
禰
宜
辛
嶋 

 

勝
代
豆
米
相
率
神
軍
、」（『
扶
桑
略
記
』
巻
六
） 

中
山
太
郎
氏
は
『
日
本
巫
女
史
』（
四
六
〇
頁
二
〇
行
）
に
お
い
て
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。 

「
而
し
て
禰
宜
の
辛
嶋
勝
代
豆
米
は
即
ち
刀
自
で
あ
る
か
ら
、
女
性
で
あ
っ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。」 

更
に
同
氏
は
同
著
（
九
八
頁
二
行
～
三
行
）
に
お
い
て
、 

「
我
国
の
原
始
神
道
が
巫
女
教
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
神
道
発
達
史
か
ら
見
る
も
、
古
代
社
会
史
か
ら
見
る
も
、

民
俗
史
か
ら
見
る
も
、
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る
。」
と
記
述
し
て
い
る
。 

『
日
本
巫
女
史
』
中
山
太
郎
著
（
株
）
八
木
書
店
刊 

昭
和
４
９
年
発
行 

㊟
４ 

「
秋
九
月
甲
戌
朔
丙
子
。
校
寺
及
僧
尼
。
具
録
其
寺
所
造
之
縁
。
亦
僧
尼
入
道
之
縁
。
及
度
之
年
月
日
也
。

当
是
時
。
有
寺
四
十
六
所
。
僧
八
百
十
六
人
。
尼
五
百
六
十
九
人
。
并
一
千
三
百
八
十
五
人
。」 

『
韓
国
と
日
本
の
仏
教
文
化
』
学
生
社
刊 

鎌
田
茂
雄
共
著 

１
９
８
９
年
発
行
（
八
九
頁
一
〇
行
～
一
二

行
）
に
お
い
て
田
村
圓
澄
氏
は
以
下
の
様
に
言
及
し
て
い
る
。 

「
古
代
の
日
本
で
は
、
尼
寺
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
尼
の
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
仏
教
伝
来
以
前
か
ら
シ
ャ 

ー
マ
ン
の
伝
統
が
あ
り
、
そ
の
伝
統
の
上
に
仏
教
が
根
を
下
ろ
し
た
結
果
、
尼
の
数
が
多
い
の
で
は
な
い 

 

か
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。」 

㊟
５ 

「
花
郎
道
の
精
神
は
、
太
白
山
、
小
白
山
、
ま
た
白
山
神
と
し
て
、
お
も
に
北
部
九
州
に
入
っ
て
来
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
最
も
色
濃
く
影
響
を
受
け
た
の
が
、
英
彦
山
で
あ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
特
に
田
川
郡
、
築
上
郡
、
京
都
郡
、
仲
津
郡
と
い
う
地
方
は
秦
氏
が
最
も
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
殖

産
興
業
の
文
化
に
尽
力
し
て
い
た
地
方
で
す
。
そ
の
秦
氏
密
集
地
と
言
わ
れ
る
田
川
郡
に
あ
っ
て
古
来
よ
り

霊
山
と
さ
れ
て
き
た
彦
山
の
周
辺
の
人
々
に
は
、
こ
の
花
郎
道
の
精
神
は
彦
山
修
験
道
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
わ
け
で
す
。」 

『
韓
国
・
壇
君
信
仰
と
英
彦
山
開
山
伝
承
の
謎
』（
一
一
二
頁
五
行
～
一
〇
行
）（
株
）
海
鳥
社
刊 

編
者
長

野
覚
、
朴
成
寿 

１
９
９
６
年
発
行 

㊟
６ 

「
三
十
七
年 

春 

始
奉
源
花 

初
君
臣
病
無
以
知
人 

欲
使
類
聚
遊 

以
觀
其
行
義 

然
後
擧
而
用
之 

遂 

簡
美
女
二
人 

一
曰
南
毛 

一
曰
俊
貞 

聚
徒
三
百
餘
人 

二
女
爭
娟
相
妬 

俊
貞
引
南
毛
於
私
第 

強
勸 
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酒 

至
醉 

曳
而
投
河
水
以
殺
之 

俊
貞
伏
誅 

徒
人
失
和
罷
散 

其
後 

更
取
美
貌
男
子 

粧
飾
之 

名 

花
郎
以
奉
之 

徒
衆
雲
集 

或
相
磨
以
道
義 

或
相
悦
以
歌
樂 

遊
娯
山
水 

無
遠
不
至 

因
此
知
其
人
邪 

正
、
擇
其
善
者
、
薦
之
於
朝
。…

」 

㊟
７ 

善
徳
女
王
、
真
徳
女
王
、
真
聖
女
王
。 

㊟
８ 

『
八
幡
信
仰
と
修
験
道
』（
一
八
二
頁1

行
～
三
行
）
中
野
幡
能
著 

吉
川
弘
文
館 

平
成
一
〇
年 

「
新
羅
の
花
郎
集
団
と
同
じ
類
似
性
を
も
つ
豊
国
の
聖
職
者
集
団
は
、
後
の
八
幡
の
祭
祀
集
団
と
な
っ
て
い

る
が
、
も
っ
と
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、「
宇
佐
託
宣
集
」
に
み
る
一
三
八
年
の
間
に
お
い
て
、
北
部
九

州
と
新
羅
に
は
同
じ
よ
う
な
信
仰
集
団
が
あ
り
、
そ
の
人
々
の
間
で
は
新
羅
と
の
交
渉
が
た
え
ず
行
わ
れ
て

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」 

 

㊟
９ 

『
京
都
妙
心
寺 

禅
の
至
宝
と
九
州
・
琉
球
』
西
日
本
新
聞
社 

二
〇
一
〇
年 

二
一
二
頁
参
照
。 

㊟
１
０ 

「
八
幡
大
神
祢
宜
尼
大
神
朝
臣
杜
女
。
其
輿
紫
色
。
一
同
二

乗
輿
一

。
拝
二

東
大
寺
一

。
天
皇
。
太
上
天
皇
。
皇

太
后
。
同
亦
行
幸
。
是
日
。
百
官
及
諸
氏
人
等
咸
会
二

於
寺
一

。
請
二

僧
五
千
一

礼
仏
読
経
。
作
二

大
唐
渤
海

呉
楽
。
五
節
田
舞
。
久
米
儛
一

。
因
奉
二

大
神
一
品
。
比
咩
神
二
品
一

。
左
大
臣
橘
宿
祢
諸
兄
奉
レ

詔
白
レ

神

曰
。
天
皇
我
御
命
尓
坐
申
賜
止
申
久
。
去
辰
年
河
内
国
大
県
郡
乃
智
識
寺
尓
坐
盧
舎
那
仏
遠
礼
奉
天
。
則

朕
毛
欲
奉
造
止
思
登
毛
得
不
為
之
間
尓
。
豊
前
国
宇
佐
郡
尓
坐
広
幡
乃
八
幡
大
神
尓
申
賜
閉
勅
久
。
神
我

天
神
地
祇
乎
率
伊
左
奈
比
天
必
成
奉
無
事
立
不
有
。
銅
湯
乎
水
止
成
我
身
遠
草
木
土
尓
交
天
障
事
無
久
奈

佐
牟
止
勅
賜
奈
我
良
成
奴
礼
波
歓
美
貴
美
奈
毛
念
食
須
。
然
猶
止
事
不
得
為
天
恐
家
礼
登
毛
御
冠
献
事
乎

恐
無
恐
美
毛
申
賜
久
止
申
。
尼
杜
女
授
二

従
四
位
下
一

。
主
神
大
神
朝
臣
田
麻
呂
外
従
五
位
下
。
施
二

東
大

寺
封
四
千
戸
。
奴
百
人
。
婢
百
人
一

。
又
預
二

造
東
大
寺
一

人
。
随
レ

労
叙
レ

位
有
レ

差
。 

㊟
１
１ 

『
古
代
国
東
文
化
の
謎
』（
一
六
四
頁
一
五
行
～
一
六
行
）
中
野
幡
能
著 

新
人
物
往
来
社
刊 

昭
和
四
九
年 

発
行 

「
八
幡
神
が
応
神
天
皇
を
祭
神
に
し
な
い
時
代
に
は
、
長
く
宇
佐
氏
と
と
も
に
原
始
八
幡
神
に
奉
仕
し
、
と

く
に
巫
女
と
し
て
宇
佐
氏
を
助
け
た
こ
と
が
、
辛
嶋
氏
系
図
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。」 

同
著
（
一
六
六
頁
一
四
行
～
一
七
行
）
に
、 

「
こ
の
氏
族
の
中
か
ら
、
求
菩
提
山
中
興
開
山
と
い
わ
れ
る
頼
厳
が
で
た
と
い
う
の
も
、
偶
然
で
は
な
く
、

求
菩
提
山
は
六
世
紀
以
来
、
辛
嶋
氏
が
最
も
力
を
入
れ
て
き
た
、
宗
教
的
拠
点
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
の
で

あ
る
。
宇
佐
五
代
の
時
代
に
国
東
に
力
を
注
い
だ
宇
佐
氏
に
対
し
て
、
上
毛
・
下
毛
を
勢
力
圏
に
辛
嶋
氏
は
、

再
度
藤
原
時
代
に
、
氏
族
の
精
力
を
傾
け
て
力
を
注
い
だ
の
が
求
菩
提
山
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
」 

    

  

http://21coe.kokugakuin.ac.jp/db/jinja/600001.html
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㈢ 

白
山
信
仰
の
流
入 

 
『
求
菩
提
山
雑
記
』
に
養
老
年
間
に
白
山
信
仰
の
流
入
を
示
唆
し
て
い
る
。（
㊟
１
２
）
そ
も
そ
も
白
山
権

現
信
仰
は
、
養
老
元
年
（
七
一
七
年
）
泰
澄
が
白
山
の
主
峰
、
御
前
峰
（
ご
ぜ
ん
が
み
ね
）
に
登
っ
て
禅
定

修
行
を
修
し
て
い
た
折
に
、
緑
碧
池
（
翠
ヶ
池
）
か
ら
十
一
面
観
音
の
垂
迹
で
あ
る
九
頭
龍
王
が
現
わ
れ
、

自
ら
を
伊
弉
冊
尊
の
化
身
で
白
山
明
神
・
妙
理
大
菩
薩
と
名
乗
っ
た
と
さ
れ
、
併
せ
て
白
山
修
験
が
開
創
さ

れ
た
。 

白
山
を
開
創
し
た
泰
澄
に
つ
い
て
『
元
亨
釈
書
』（
巻
十
五
）
に
は
、「
釈
泰
澄
姓
三
神
氏
越
之
前
州
麻
生

津
人
父
安
角
母
伊
野
氏
夢
白
玉
入
懐
而
有
孕…

」
と
あ
り
、『
魏
書
』
列
伝
の
高
句
麗
編
に
見
ら
れ
る
朱
蒙
の

誕
生
説
話
、『
三
国
史
記
』（
新
羅
本
紀
）
に
見
ら
れ
る
昔
、
朴
、
金
氏
の
誕
生
に
か
か
わ
る
朝
鮮
半
島
の
卵

生
説
話
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。 

鎌
倉
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
『
白
山
大
鏡
第
二
神
代
巻
一
』（
㊟
１
３
）
に
、
泰
澄
の
俗
姓
は
秦
氏
で
あ
る

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。 

 

中
野
幡
能
氏
は
、
辛
嶋
氏
に
つ
い
て
豊
前
国
の
北
方
に
勢
力
を
有
し
た
秦
氏
と
の
関
係
を
有
す
る
氏
族
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（
㊟
１
４
） 

ま
た
大
和
岩
雄
氏
は
、
辛
嶋
郷
は
秦
氏
の
根
拠
地
と
し
、
泰
澄
の
出
自
が
八
幡
神
を
祭
祀
す
る
辛
嶋
氏
と

祖
を
一
に
す
る
秦
氏
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
て
い
る
。（
㊟
１
５
） 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
求
菩
提
山
に
お
け
る
白
山
信
仰
に
つ
い
て
中
野
幡
能
氏
は
論
文
（
㊟
１
６
）
に
於
い

て
豊
前
国
に
お
け
る
両
白
山
信
仰
は
中
国
、
朝
鮮
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。 

以
上
の
事
柄
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
渡
来
系
秦
氏
に
よ
っ
て
伝
播
さ
れ
た
白
山
信
仰
に
つ
い
て
同
一
の
基
盤

を
有
し
て
い
た
可
能
性
を
考
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

白
山
信
仰
の
流
入
経
路
に
つ
い
て
は
中
野
幡
能
氏
が
主
張
す
る
朝
鮮
半
島
か
ら
対
馬
経
由
で
入
っ
た
ル
ー

ト
と
大
陸
か
ら
北
陸
に
入
っ
た
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

更
に
、
銅
板
経
供
養
に
つ
い
て
も
中
野
幡
能
氏
は
求
菩
提
山
の
信
仰
と
文
化
の
土
壌
に
は
朝
鮮
半
島
と
の

関
係
が
色
濃
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（
㊟
１
７
） 

 

㊟
１
２ 

「
四
十
四
代
、
元
正
天
皇
養
老
四
庚
申
年
、
白
山
大
権
現
行
善
和
尚
に
託
し
て
、
霊
石
□
影
嚮
し
給
う
事
あ 

り
、…

（
中
略
）…

時
に
天
女
空
中
に
現
し
、
和
尚
に
告
げ
て
曰
、
善
哉
大
徳
汝
に
妙
法
を
授
け
し
我
は
是 

白
山
権
現
也
、
汝
か
行
化
を
助
け
ん
か
為
山
海
遥
に
来
た
り
、」 

㊟
１
３
、 

『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
１
７
「
修
験
道
資
料
集
」
⑴
東
日
本
編
』
五
来 

重
編 

名
著
出
版 

昭
和
五
八 

年 「
越
前
国
足
羽
南
郡
阿
佐
宇
津
渡
守
為
秦
角
於
父
生
古
志
路
行
者
秦
泰
澄
大
徳
」 

㊟
１
４ 

『
古
代
国
東
文
化
の
謎
』（
２
５
頁
１
０
行
～
１
１
行
）
に
お
い
て 

「
辛
嶋
氏
族
と
い
う
の
は
豊
前
国
（
福
岡
県
）
の
北
方
に
勢
力
を
有
し
た
秦
氏
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
氏

族
で
あ
り
、…

」 

㊟
１
５ 

『
日
本
に
あ
っ
た
朝
鮮
王
国
』（
１
３
８
頁
１
６
行
）
大
和
岩
雄
著 

白
水
社 

２
０
０
９
年
１
月 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B3%B0%E6%BE%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9E%82%E8%BF%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%9D%E9%A0%AD%E7%AB%9C%E4%BC%9D%E6%89%BF
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E5%BC%89%E5%86%8A%E5%B0%8A
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「
辛
島
郷
は
秦
氏
系
の
辛
島
氏
の
本
拠
地
だ
が
、
辛
島
氏
は
ヤ
ハ
タ
の
神
の
祭
祀
氏
族
で
あ
る
。」 

㊟
１
６ 

「
求
菩
提
山
修
験
道
の
起
源
と
そ
の
展
開
」（
１
２
９
頁
１
３
行
～
１
６
行
）
中
野
幡
能 

山
岳
宗
教
史
研
究 

叢
書
１
３
『
英
彦
山
と
九
州
の
修
験
道
』
名
著
出
版
刊 

昭
和
５
２
年
発
行 

「
特
に
豊
前
の
国
に
お
け
る
「
両
白
山
」
信
仰
は
古
く
は
「
太
白
山
」「
小
白
山
」
の
信
仰
、
つ
ま
り
中
国
や
、

朝
鮮
の
慶
尚
北
道
、
江
原
道
の
境
に
あ
る
太
白
山
、
小
白
山
の
信
仰
で
、
そ
の
神
も
、
太
白
山
上
に
現
わ
れ

た
桓
因
、
恒
雄
、
恒
倹
の
三
神
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」 

㊟
１
７ 

『
英
彦
山
と
九
州
の
修
験
道
』（
１
４
頁
４
行
～
７
行
）
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
１
３
「
英
彦
山
と
九
州
の
修

験
道
」 

中
野
幡
能 

名
著
出
版
刊 

昭
和
５
２
年
発
行 

「
こ
の
よ
う
な
銅
板
経
に
よ
る
経
塚
供
養
は
日
本
に
は
他
に
類
例
が
な
く
、
九
州
で
も
東
九
州
に
限
ら
れ
い 

る
点
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
銅
板
を
宗
教
的
に
使
用
す
る
事
に
つ
い
て
は
韓
国
に
は
そ 

の
例
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
全
羅
南
道
釜
山
大
宮
里
か
ら
出
土
し
た
金
板
経
は
八
世
紀
の
統
一
新
羅
時
代
の 

も
の
で
あ
り
、
ソ
ウ
ル
中
央
博
物
館
に
は
多
数
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
銅
板 

を
造
る
と 

い
う
考
え
方
も
技
術
も
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
」 

  
 
 

㈣ 

求
菩
提
山
と
隼
人
の
反
乱 

  

求
菩
提
山
護
国
寺
が
創
建
さ
れ
た
養
老
四
年
（
７
２
０
）
に
は
、
大
隅
日
向
両
国
で
隼
人
族
の
大
規
模
な

反
乱
が
勃
発
し
て
い
る
。「
扶
桑
略
記
」
巻
六
に
、 

 

「
養
老
四
年
九
月
、
有
征
夷
事
、
大
隅
日
向
両
国
乱
逆
、
公
家
祈
祷
於
宇
佐
宮
、
其
禰
宜
辛
島
勝
代
豆
米
、

相
率
神
軍
、
行
征
彼
国
、
打
平
其
敵
、
大
神
託
宣
曰
、
合
戦
之
間
、
多
致
殺
生
、
宜
修
放
生
者
、
諸
国
放
生

会
、
始
自
此
時
矣
。
」 

と
あ
り
、
求
菩
提
山
と
ゆ
か
り
の
深
い
宇
佐
神
宮
か
ら
は
辛
島
勝
代
豆
米
が
神
軍
を
率
い
て
戦
地
に
赴
い
た

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

大
隅
国
一
宮
で
あ
る
鹿
児
島
神
宮
で
は
隼
人
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
隼
人
塚
の
建
立
や
放
生
会
が
お
こ
な

わ
れ
た
と
の
伝
承
や
宇
佐
の
八
幡
神
が
戦
場
で
傀
儡
子
を
舞
わ
せ
て
勝
利
し
た
故
事
に
因
ん
で
古
要
神
社
の

古
要
舞
、
神
相
撲
の
神
事
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
隅
日
向
に
お
け
る
隼
人
の
反
乱
は
、
朝
野
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
事
件
で
あ
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
、
隼
人
の
反
乱
が
勃
発
す
る
六
年
前
の
『
続
日
本
紀
』
に
は
、 

 

「《
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
三
月
壬
寅
（
十
五
）》
○
壬
寅
。
隼
人
昏
荒
。
野
心
、
未
習
憲
法
。
因
移
豊
前

国
民
二
百
戸
。
令
相
勧
導
也
。
」 

 

と
あ
り
、
豊
前
国
か
ら
の
移
住
が
国
策
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
そ
の
移
住
に
際
し
て
八

幡
神
の
信
仰
も
付
随
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鹿
児
島
県
神
社
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
韓
国
宇
豆
峯
神
社
の

開
創
に
つ
い
て
、 
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「
創
建
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
続
日
本
紀
に
大
隅
国
設
定
の
翌
年
・
和
銅
七
年
に
豊
前
国
か
ら
二
百
戸
の
民

を
隼
人
教
導
の
た
め
移
住
さ
せ
た
と
あ
り
、
そ
の
移
住
者
た
ち
が
国
家
鎮
護
と
し
て
建
立
し
た
も
の
と
も
伝

え
ら
れ
る
。
延
喜
式
神
名
帳
に
「
大
隅
国
囎
唹
郡
韓
国
宇
豆
峯
神
社
小
」
と
登
載
の
古
社
で
あ
る
（
大
隅
国

式
内
社
五
社
の
一
つ
）
。
宇
佐
記
に
よ
れ
ば
、
「
欽
明
天
皇
三
十
二
年
（
五
七
一
）
癸
卯
二
月
豊
前
国
宇
佐

郡
菱
形
池
の
上
小
椋
山
に
鎮
祭
、
の
ち
当
地
宇
豆
峯
（
現
在
、
宇
土
門
）
の
絶
頂
に
奉
遷
鎮
斎
さ
れ…

」 

と
あ
り
、
肉
親
縁
者
の
危
急
存
亡
の
危
機
意
識
が
豊
前
地
方
に
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
の

た
め
大
隅
国
に
八
幡
神
を
奉
じ
て
向
っ
た
の
も
一
因
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
伏
線
が
求
菩
提
山
護
国
寺
創

建
へ
と
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

  
 
 
 

㈤ 

求
菩
提
山
銅
板
経
図
に
つ
い
て 

 

我
国
の
浄
土
思
想
は
平
安
末
期
、
末
法
の
世
の
到
来
は
経
典
を
地
下
に
埋
納
し
て
経
塚
を
造
営
し
、
作
善

の
一
つ
と
し
て
の
埋
経
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
嚆
矢
と
し
て
覚
弘
四
年
（
１
０
０
７
）
藤
原
道
長

が
大
和
国
金
峰
山
山
頂
に
造
営
し
た
金
峰
山
経
塚
が
あ
げ
ら
れ
る
（
㊟
１
８
）
。
近
畿
地
方
に
端
を
発
し

た
経
塚
造
営
の
風
習
は
九
州
に
も
伝
播
し
、
近
畿
、
九
州
は
と
も
に
経
塚
の
二
大
密
集
圏
を
形
成
し
て

い
る
。 

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
小
田
富
士
雄
氏
（
㊟
１
９
）
、
八
尋
和
泉
氏
（
㊟
２
０
）
は
、
九
州
は
埋
経
の

一
大
中
心
地
で
あ
り
、
そ
の
遺
品
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。 

本
稿
で
取
り
扱
う
銅
板
経
で
現
存
し
て
い
る
の
は
、
求
菩
提
山
出
土
銅
板
法
華
経
・
銅
筥
（
福
岡
・

国
魂
神
社
蔵
）
と
豊
後
高
田
市
の
長
安
寺
所
蔵
の
も
の
の
み
で
あ
る
（
㊟
２
１
）
。 

求
菩
提
山
出
土
の
銅
板
経
は
縦
二
一
糎
、
横
一
九
糎
、
厚
さ
二
粍
の
寸
法
の
銅
板
三
十
三
枚
に
法
華
経
と

梵
文
般
若
心
経
を
刻
ん
だ
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
、
末
尾
に
以
下
の
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
康
治
元
年

才
次

壬
戌

九
月
廿
四
日
書
写
畢 

 
 
 
 

大
勸
進
金
剛
佛
子
賴
嚴 

小
勸
進
僧
勢
實 

 
 
 
 

執
筆
僧
嚴
尊
但
九
枚 

此
他
五
人 

千
慶 

余
太 

 
 
 
 

良
仁 

隆
鍳 

隆
胤 

鋳
物
師
義
元
」 

 

同
銅
筥
は
、
高
さ
二
一
、
四
糎
、
幅
二
一
糎
と
一
二
、
八
糎
。
こ
の
中
に
三
十
三
枚
の
法
華
経
等
の
経
文

が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
筥
の
二
つ
の
大
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
阿
弥
陀
如
来
三
尊
、
釈
迦
、
薬
師
（
他
説
あ
り
）

の
二
尊
が
、
小
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
不
動
明
王
、
毘
沙
門
天
の
図
像
で
あ
ろ
う
と
近
年
で
は
言
わ
れ
て
い
る
。

毛
彫
り
さ
れ
て
い
る
尊
像
に
つ
い
て
は
、
不
動
明
王
、
毘
沙
門
天
に
つ
い
て
は
特
徴
的
な
図
像
様
式
か
ら
考

え
て
異
論
は
な
い
と
見
ら
れ
る
が
、
他
の
前
面
の
三
尊
像
、
背
面
の
二
尊
像
に
つ
い
て
は
種
々
の
説
が
あ
る
。

市
場
直
次
郎
氏
の
論
文
『
求
菩
提
山
銅
板
経
図
像
私
考
』（
㊟
２
２
）
に
諸
説
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
引
用
し
た
い
。 

前
面
の
三
尊
像
に
つ
い
て
。 

一
、
中
央
不
空
成
就
如
来
、
左
右
脇
侍
聖
観
音
。（「
求
菩
提
山
国
宝
銅
板
経
」
解
説―

求
菩
提
山
保
勝
会
） 

二
、
転
法
輪
の
釈
迦
三
尊
。（「
日
本
国
宝
全
集
」
第
五
輯
解
説
。「
福
岡
県
重
要
文
化
財
解
説
国
宝
篇
」―

 

 

檜
垣
元
吉
・
森
克
己
氏
） 

三
、
転
法
輪
の
阿
弥
陀
仏
と
観
音
・
勢
至
の
三
尊
。（「
我
国
発
見
の
銅
板
経
に
就
い
て
」―

石
田
茂
作
氏
。） 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E9%81%93%E9%95%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E9%81%93%E9%95%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E5%B3%B0%E5%B1%B1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%87%91%E5%B3%B0%E5%B1%B1%E7%B5%8C%E5%A1%9A&action=edit&redlink=1
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「
筑
紫
の
文
化
」（
毎
日
新
聞
、
昭
二
九
、
七
、
二
）―

谷
口
鉄
雄
氏
） 

背
面
の
二
尊
像
に
つ
い
て
。 

一
、
向
か
っ
て
右
は
不
空
成
就
如
来
、
右
は
薬
師
如
来
。（「
求
菩
提
山
国
宝
銅
板
法
華
経
」
解
説
） 

二
、
釈
迦
及
び
薬
師
如
来
。（「
福
岡
県
常
用
文
化
財
解
説
国
宝
篇
」。「
我
国
発
見
の
銅
板
経
に
就
い
て
」
） 

三
、
釈
迦
と
多
宝
の
二
仏
併
坐
。（「
日
本
国
宝
全
集
」。
「
毎
日
新
聞
」
筑
紫
の
文
化
） 

の
諸
説
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
問
題
の
尊
像
に
つ
い
て
の
論
考
は
後
述
し
た
い
と
思
う
。 

 

底
板
に
は
供
養
銘
が
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

「
奉
彫
如
法
妙
法
蓮
華
經
一
部 
求
菩
提
山
供
養
畢 

 

大
勸
進
賴
嚴 

小
勸
進
勢
實 

 
 

康
治
元
年
十
月
廿
一
日
供
養
畢 

 
 

同
日
堂
供
養
了 

大
勸
進
雅
財 

 

十
二
神
將
勸
進
行
賀 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貢
上 

紀
長
雅 

御
馬
所
檢
校
紀
重
永 

大
中
臣
三
子

」 

 

と
あ
る
。 

 

写
経
の
嚆
矢
に
つ
い
て
、
池
山
一
切
圓
師
は
、
そ
の
ル
ー
ツ
を
慈
覚
大
師
の
故
事
（
㊟
２
３
）
に
求
め

ら
れ
る
と
し
て
い
る
。（
㊟
２
４
） 

こ
う
し
た
慈
覚
大
師
の
事
跡
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
天
台
宗
の
本
場
で
研
鑽
し
た
求
菩
提
山
中
興
の
祖
で
あ
り
銅

板
経
の
大
勧
進
頼
厳
も
宗
門
の
故
事
を
当
然
承
知
し
て
お
り
、
三
十
三
天
の
加
護
を
三
十
三
枚
の
銅
板
に
な

ぞ
ら
え
て
法
華
経
八
巻
を
鐫
刻
し
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

田
口
榮
一
氏
も
論
文
「
銅
板
法
華
経
・
付
銅
筥
板
」（
㊟
２
５
）
に
お
い
て
、
そ
の
制
作
に
は
法
華
経
二
十

八
品
、
金
剛
界
三
十
七
尊
の
顕
密
の
教
理
が
裏
付
け
に
な
っ
て
い
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。 

以
上
の
点
を
勘
案
す
れ
ば
、
求
菩
提
山
出
土
の
銅
板
法
華
経
に
も
同
様
な
事
が
推
定
で
き
る
と
考
え
る
。 

本
稿
の
主
題
で
あ
る
求
菩
提
山
普
賢
（
胎
蔵
）
窟
出
土
の
銅
板
経
の
発
見
に
つ
い
て
は
、「
大
内
義
興
行

人
連
状
」（
㊟
２
６
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、
大
内
氏
の
戦
勝
祈
願
中
、
頼
尊
大
徳
の
夢
告
に
よ
り
、
銅
板
法
華
経
が
普
賢
（
胎
蔵
）

窟
で
発
見
さ
れ
た
旨
が
書
か
れ
て
お
り
、
大
永
三
年
（
一
五
二
七
）
十
一
月
三
日
付
で
大
内
氏
よ
り
求
菩
提

山
衆
徒
に
提
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。 

こ
こ
に
あ
る
大
勸
進
賴
嚴
に
つ
い
て
『
求
菩
提
山
縁
起
』（
㊟
２
７
）「
求
菩
提
山
縁
起
」
求
菩
提
山
祐
官
坊

祐
瞬
は
、
園
城
寺
長
吏
行
尊
大
僧
正
に
つ
い
て
修
験
の
奥
儀
を
極
め
、
比
叡
山
に
お
い
て
顕
密
を
修
め
て

融
通
念
仏
の
開
祖
良
忍
、
肥
後
阿
闍
梨
皇
圓
と
い
う
当
時
の
天
台
の
大
碩
学
の
教
え
に
接
し
た
と
記
述
し

て
い
る
。 

良
忍
は
、
融
通
念
仏
を
始
め
、
皇
圓
は
法
然
の
師
僧
で
あ
り
、
弥
勒
出
生
ま
で
遠
江
匡
桜
ケ
池
に
至
り

大
蛇
に
身
を
変
え
た
伝
承
が
あ
る
点
か
ら
頼
厳
も
浄
土
信
仰
、
弥
勒
信
仰
の
下
地
を
継
承
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
頼
嚴
の
経
歴
を
考
え
る
と
、
地
方
修
験
と
い
う
範
疇
に
お
さ
ま
る
人
材
で
は
な
く
、
正
統
派
の
天

台
密
教
を
修
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。 

台
密
の
中
心
経
典
は
東
密
の
『
金
剛
頂
経
』『
大
日
経
』
の
両
部
構
成
に
対
し
て
、
両
部
の
大
経
に
『
蘇
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悉
地
経
』
を
加
え
た
三
部
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、『
蘇
悉
地
（
羯
羅
）
経
』
は
、
天
台
密
教
三
部
秘

経
の
中
の
教
王
と
し
て
最
も
重
要
な
経
典
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

蘇
悉
地
羯
羅
と
はsu

sid
d

h
i-k

ā
ra

の
音
写
語
でsu

は
“
よ
き
、
妙
、
善
、
易
い
、
い
と
”
を
意
味
す
る
。

接
頭
辞
、sid

d
h

i

は
女
性
名
詞
で
“
成
就
、
神
通
力
”、k

ā
ra

は
男
性
名
詞
で
“
行
為
者
、
手
、
象
鼻
或
い

は
光
明
”
の
意
味
が
あ
り
、
妙
成
就
作
業
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、“
一
切
の

世
間
、
出
世
間
の
作
業
を
よ
く
成
就
す
る
こ
と
”
と
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。 

胎
蔵
曼
荼
羅
虚
空
蔵
院
に
配
さ
れ
て
い
る
蘇
悉
地
羯
羅
菩
薩
が
成
就
の
徳
を
司
る
働
き
を
す
る
菩
薩
と
し

て
の
性
格
か
ら
類
推
す
れ
ば
、『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』
と
は
、
世
間
、
出
世
間
の
一
切
の
作
業
を
成
就
す
る
経
典

と
解
釈
で
き
、
こ
の
経
典
が
解
き
明
か
し
て
い
る
法
則
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
諸
仏
諸
尊
に
祈
祷
す
れ
ば
、

願
望
を
成
就
で
き
る
経
典
と
言
う
こ
と
で
台
密
で
は
古
来
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。 

こ
の
経
典
の
い
わ
ば
解
説
書
で
あ
る
『
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
』』（
円
仁
撰 

七
巻
）
卷
第
二
一
に 

 

「
若
明
處
者
。
應
指
普
賢
宮
。
即
須
彌
山
頂
。
金
剛
手
所
住
。
無
非
普
賢
宮
故
也
」 

 

と
あ
る
。『
蘇
悉
地
（
羯
羅
）
経
』
と
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
』
を
概
説
す
る
と
、
金

剛
手
（
金
剛
薩
埵
、
普
賢
菩
薩
）
が
、
大
日
如
来
の
教
え
を
継
承
し
て
、
須
弥
山
山
頂
の
普
賢
堂
に
お
い
て
、

忿
怒
軍
荼
利
に
真
言
行
の
諸
の
儀
軌
等
に
つ
い
て
四
一
の
質
問
を
受
け
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

求
菩
提
山
の
銅
板
経
が
、『
蘇
悉
地
経
』
の
経
意
を
汲
ん
だ
上
で
、
大
日
如
来
か
ら
金
剛
薩
埵
へ
の
密
教
の

相
承
の
意
味
を
込
め
て
普
賢
窟
に
埋
納
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
頼
厳
の
意
図

に
台
密
の
深
い
素
養
が
働
い
て
の
埋
納
と
想
像
さ
れ
る
。 

銅
筥
に
線
刻
さ
れ
た
尊
像
は
、
毘
沙
門
天
像
、
阿
弥
陀
三
尊
像
、
不
動
明
王
像
、
釈
迦
如
来
像
・
薬
師
如

来
像
（
二
仏
坐
像
の
説
あ
り
）
と
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
尊
像
が
、
平
安
時
代
末
に
於
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
若
干
時
代

は
下
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
天
台
座
主
慈
円
の
宗
教
思
想
の
真
髄
を
要
約
し
た
著
作
と
言
わ
れ
る
『
本
尊
縁

起
』
（
一
巻
）（
㊟
２
８
）
に
、 

 

「
大
日
者
尺
尊
也
、
此
尺
尊
者
薬
師
如
来
也…

（
中
略
）…

過
去
尺
尊
現
在
薬
師
未
来
弥
勒
□ 

 

法
之
声
塵
也
」 

 と
あ
り
、
大
日
如
来
は
釈
尊
と
同
体
で
あ
り
、
釈
尊
は
薬
師
如
来
と
同
体
と
い
う
三
位
一
体
の
関
係
に
あ
り
、

過
去
仏
と
し
て
の
釈
尊
、
現
在
仏
と
し
て
の
薬
師
、
未
来
仏
と
し
て
の
弥
勒
と
言
う
構
成
で
あ
る
。 

  

「
尺
尊
仮
名
字
於
薬
師
播
利
生
於
滅
後
」 

  

と
あ
り
、
釈
尊
は
名
前
を
薬
師
に
仮
り
て
入
滅
後
に
衆
生
に
利
益
を
施
す
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
薬
師

は
釈
迦
滅
後
弥
勒
出
現
ま
で
の
間
の
無
仏
の
世
に
お
け
る
現
世
救
済
の
姿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 

「
不
動
明
王
者
密
教
降
魔
也
、
毘
沙
門
天
王
者
顕
教
之
降
魔
也
」 

 

と
あ
り
、
不
動
明
王
は
密
教
即
ち
大
日
如
来
の
教
え
を
守
護
し
、
毘
沙
門
天
王
は
顕
教
即
ち
釈
尊
の
教
え
の
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守
護
者
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。 

ま
た
、
毘
沙
門
天
の
持
っ
て
い
る
宝
塔
は
『
法
華
経
』
の
「
見
宝
塔
品
」
に
説
か
れ
て
い
る
多
宝
塔
を
意

図
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
不
動
、
毘
沙
門
の
二
尊
は
、
天
台
宗
の
古
刹
で
は
脇
侍
と
し
て
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
顕
教
と
密
教
を
両
建
て
と
す
る
天
台
教
学
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
銅
筥
に

線
刻
さ
れ
た
不
動
、
毘
沙
門
も
こ
の
様
な
意
図
が
推
定
さ
れ
る
。 

 

銅
筥
背
面
に
描
か
れ
た
尊
像
に
つ
い
て
は
、
釈
迦
如
来
像
も
し
く
は
不
空
成
就
如
来
像
と
薬
師
如
来
像
も

し
く
は
多
宝
如
来
像
の
説
が
あ
る
。 

 

不
空
成
就
如
来
に
就
い
て
『
密
教
大
辞
典
』
に
は
、 

  

「
四
方
四
仏
の
一
に
し
て
金
剛
界
曼
荼
羅
北
方
の
月
輪
に
住
し
、
釈
迦
仏
と
同
体
な
り
。」 

 

と
あ
り
、
釈
迦
如
来
と
同
体
と
記
し
て
お
り
、
顕
教
の
釈
迦
を
密
教
で
と
ら
え
た
尊
格
が
不
空
成
就
如
来
と

考
え
ら
れ
、
異
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。『
法
華
経
』
見
宝
塔
品
に
説
か
れ
る
釈
迦
仏
と
多
宝
仏

と
の
並
坐
で
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
七
十
一
法
華
法
本
（
㊟
２
９
）
に
、 

  

「
多
寶
如
来
入
禅
定
尊
左
也
。
釈
迦
説
法
主
是
智
右
也
。
定
左
。
慧
右
可
居
事
也
。
一
釈
迦
左
。 

多
寶
右
。
多
寶
自
本
座
塔
中
。
釈
迦
後
入
塔
座
。
仍
准
世
間
客
人
令
坐
左
。
世
以
左
為
上
﨟
。 

是
饗
応
意
也
云
々
」 

 

と
あ
り
、
位
置
関
係
で
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
が
、
長
谷
寺
銅
板
法
華
説
相
図
は
釈
迦
、
多

宝
の
二
仏
並
坐
で
あ
る
こ
と
が
銘
文
等
で
特
定
で
き
る
。
片
岡
直
樹
氏
は
、
論
文
「
長
谷
寺
銅
板
法
華
説
相

図
考
」
（
㊟
３
０
（
１
５
頁
上
段
３
行
～
６
行
）
に
お
い
て
、 

 

「
古
く
か
ら
奈
良
・
長
谷
寺
に
伝
わ
る
い
わ
ゆ
る
「
銅
板
法
華
説
相
図
（
千
仏
多
宝
仏
塔
）」
は
、『
法
華 

経
』
見
宝
塔
品
に
基
づ
き
、
中
央
に
三
層
六
角
の
多
宝
塔
を
鋳
出
し
、
塔
の
周
囲
に
は
多
数
の
仏
菩
薩
を 

配
し
、
そ
の
下
部
に
銘
文
を
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る
。」 

 と
述
べ
て
お
り
、
見
宝
塔
品
は
多
宝
如
来
が
出
現
し
、
釈
迦
の
説
く
法
華
経
を
正
し
い
教
え
で
あ
る
証
明
す

る
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
り
、
描
か
れ
て
い
る
場
面
も
釈
迦
、
多
宝
が
中
心
で
あ
り
、
銘
文
に
も
“
天
皇
陛
下
、

敬
造
千
佛
多
寳
佛
塔
。
上
厝
舎
利
、
仲
擬
全
身
、
下
儀
並
坐
”
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
仏
併
坐
が
経
典
の
趣

旨
と
図
か
ら
認
識
で
き
る
。 

ま
た
、
大
分
県
津
波
戸
山
出
土
経
筒
の
銘
（
㊟
３
１
）
に 

 

 

「…

如
法
図
摺
仏
菩
薩
各
百
体
宝
塔
一
基 

於
中
安
置
釈
迦
多
宝
二
世
尊
像
、
左
右
扉
普
賢
文
殊
種
子
書 

 

之 

永
保
三
年
九
月
廿
二
日
於
津
波
戸
山
供
様
之…

」 

 

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
二
仏
並
坐
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

求
菩
提
山
出
土
の
銅
筥
底
板
の
銘
に
“…

康
治
元
年
十
月
廿
一
日
供
養
畢 

同
日
堂
供
養
了 

大
勸
進
雅

財 

十
二
神
将
勧
進
行
賀
”
と
あ
り
、（
薬
師
）
十
二
神
将
を
勧
進
に
よ
り
造
立
し
、
供
養
を
執
り
行
っ
た
と

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
薬
師
如
来
の
開
眼
供
養
も
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E8%B0%B7%E5%AF%BA%E9%8A%85%E6%9D%BF%E6%B3%95%E8%8F%AF%E8%AA%AC%E7%9B%B8%E5%9B%B3#.E5.A4.A9.E7.9A.87.E9.99.9B.E4.B8.8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E8%B0%B7%E5%AF%BA%E9%8A%85%E6%9D%BF%E6%B3%95%E8%8F%AF%E8%AA%AC%E7%9B%B8%E5%9B%B3#.E5.8D.83.E4.BB.8F.E5.A4.9A.E5.AE.9D.E4.BB.8F.E5.A1.94
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%BA%E9%AA%A8
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E8%B0%B7%E5%AF%BA%E9%8A%85%E6%9D%BF%E6%B3%95%E8%8F%AF%E8%AA%AC%E7%9B%B8%E5%9B%B3#.E5.85.A8.E8.BA.AB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E8%B0%B7%E5%AF%BA%E9%8A%85%E6%9D%BF%E6%B3%95%E8%8F%AF%E8%AA%AC%E7%9B%B8%E5%9B%B3#.E4.B8.A6.E5.BA.A7
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『
彦
山
流
記
』（
㊟
３
２
）
に
、 

 

 
「
第
十 

求
菩
提
山
、
守
護
神
、
二
所
権
現
、
本
尊
薬
師
如
来
并
十
二
神
将…

」 

 

と
記
載
が
あ
り
、
求
菩
提
山
の
本
尊
が
薬
師
如
来
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
求
菩
提
山
々
内
を
あ
げ
て
の
事

業
で
あ
っ
た
銅
板
経
の
制
作
と
言
う
視
点
か
ら
も
一
山
の
本
尊
を
銅
筥
に
描
か
な
い
こ
と
は
通
常
あ
り
え
な

い
だ
ろ
う
。
先
述
の
慈
円
の
筆
と
さ
れ
る
『
本
尊
縁
起
』
に
お
い
て
も
、
釈
迦
入
涅
槃
の
後
、
弥
勒
出
世
の

間
、
薬
師
が
衆
生
を
救
済
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
天
台
宗
の
学
侶
の
間
で
は
、
共

通
の
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
平
安
後
期
に
良
忍
、
皇
円
と
言
っ
た
大
学
僧
の
法
筵
に
侍
っ
た
頼
厳

に
も
、
そ
う
し
た
宗
教
的
セ
ン
ス
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
左
手
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
持
物
は
、
薬
壺
で
な
く
宝
珠
と
の
説
も
あ
る
が
、「
阿
娑
縛
」
第
四
十
六 

薬
師
本

に 

  

「
一
。
左
掌
持
宝
珠
。
通
仏…

印
抄
云
。
伝
教
大
師
於
鎮
西
為
度
海
安
穏
所
造
四
体
像
。
皆
左
手
持
珠
。

義
釈
初
無
之
。」 

 

と
あ
り
、
左
手
に
宝
珠
を
持
し
た
薬
師
仏
が
伝
教
大
師
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
記
載
が
あ
り
、
薬
壺
、
宝
珠

い
ず
れ
の
持
物
も
薬
師
が
持
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
宝
珠
を
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
宝
如
来
と

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
毛
彫
り
さ
れ
て
い
る
尊
像
は
多
宝
如
来

で
は
な
く
、
薬
師
如
来
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

次
に
、
釈
迦
如
来
坐
像
と
想
定
さ
れ
る
仏
の
印
相
に
注
目
し
た
い
。（
左
手
を
内
側
に
向
け
た
相
に
も
見
え

る
が
、
こ
こ
で
は
両
手
開
白
の
説
法
相
と
し
て
論
を
進
め
る
）
同
一
の
印
相
を
結
ぶ
釈
迦
如
来
は
、『
曼
荼
羅

集
』
巻
中
の
「
菩
提
場
荘
厳
経
曼
荼
羅
」
（
㊟
３
３
）
と
同
じ
く
「
祈
雨
大
曼
荼
羅
」（
㊟
３
４
）
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。 

   

（
菩
提
道
場
荘
厳
経
曼
荼
羅
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
菩
提
道
場
荘
厳
経
曼
荼
羅
中
尊
拡
大
図
） 

          
 「

菩
提
場
荘
厳
経
曼
荼
羅
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
・
図
像
篇
第
四
巻
』
一
七
五
頁
下
段
一
〇
行
）
に
は
、 

  
 

「
釈
迦
牟
尼
仏
上
又
畫
一
仏
作
説
法
相
。
」 
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（
祈
雨
大
曼
荼
羅
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
祈
雨
大
曼
荼
羅
中
尊
拡
大
図
） 

           

「
祈
雨
大
曼
荼
羅
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
・
図
像
篇
第
四
巻
』
一
七
七
頁
中
段
四
行
）
に
も
、 

  
 

「
於
龍
宮
中
有
釈
迦
牟
尼
如
来
説
法
相
。
」 

 

と
記
し
て
お
り
、
両
者
と
も
説
法
相
（
二
手
開
白
）
で
あ
る
。 

 

「
菩
提
道
場
荘
厳
経
曼
荼
羅
」
を
本
尊
と
し
て
修
す
る
菩
提
経
法
は
、『
菩
提
荘
厳
曼
荼
羅
経
』
の
所
説
に

基
づ
い
て
、
罪
障
消
滅
、
悉
地
成
弁
の
為
に
修
せ
ら
れ
る
修
法
で
あ
る
。 

 

「
菩
提
場
荘
厳
経
曼
荼
羅
」
に
つ
い
て
、『
阿
娑
縛
抄
』
第
八
十
二
「
菩
提
場
経
経
軌
事
」
に
、 

  

「
経
に
云
は
く
、
此
の
ダ
ラ
ニ
は
能
く
一
切
の
悉
地
を
与
へ
、
能
く
一
切
の
罪
障
を
消
滅
し
、
所
作 

の
一
切
の
事
業
通
達
無
礙
な
り
と
。
釈
迦
牟
尼
仏
を
本
尊
と
し
、
釈
迦
法
に
依
り
て
修
す
る
な
り
。 

 

図
像
抄
第
三
、
別
尊
雑
記
第
十
四
、
曼
荼
羅
集
巻
中
（
興
然
）、
阿
娑
縛
抄
菩
提
場
経
等
に
図
出
す
る 

 

所
に
し
て
、
菩
提
場
曼
荼
羅
と
称
せ
ら
る
。
」（『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
よ
り
） 

 

と
あ
り
、
大
乗
の
教
え
や
聖
人
を
そ
し
り
、
五
無
間
罪
に
堕
ち
る
べ
き
者
も
こ
の
仏
像
を
描
く
こ
と
に
よ
り

そ
の
罪
障
が
消
滅
す
る
と
説
き
、
ま
た
こ
の
曼
荼
羅
に
入
る
者
は
一
切
の
罪
障
を
消
滅
し
、
一
切
の
悉
地
を

成
就
し
、
不
退
転
地
を
得
、
一
切
の
鬼
神
も
侵
さ
ず
、
一
切
諸
天
悉
く
擁
護
す
る
と
、
そ
の
功
徳
が
説
か
れ

て
い
る
。
こ
の
修
法
の
利
益
を
考
え
る
な
ら
ば
、
釈
迦
像
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

銅
筥
前
面
の
三
尊
像
に
つ
い
て
は
、
不
空
成
就
如
来
（
釈
迦
如
来
）
と
聖
観
音
と
の
三
尊
説
、
釈
迦
三
尊

説
に
つ
い
て
、『
観
無
量
寿
仏
経
』（
㊟
３
５
）
の
十
六
観
の
十
観
に
観
世
音
菩
薩
色
身
想
、
十
一
観
に
大
勢

至
菩
薩
色
身
観
に
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。 

  

「
頂
上
毘
楞
伽
摩
尼
妙
宝
。
以
為
天
冠
。
其
天
冠
中
有
一
立
化
仏
。
高
二
十
由
旬
」 

 

「
頂
上
肉
髻
如
鉢
頭
摩
花
。
於
肉
髻
上
有
一
宝
瓶
。
盛
諸
光
明
普
現
仏
事
」 

  

同
経
の
第
八
観
に
、 

 

「
想
一
觀
世
音
菩
薩
像
坐
左
華
座
。
亦
放
金
光
如
前
無
異
想
一
大
勢
至
菩
薩
像
坐
右
華
座
。
」 
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と
あ
り
、
観
音
の
化
仏
、
勢
至
の
宝
瓶
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
を
示
し
て
い
る
。
求
菩
提
銅
板
に
あ
る
阿

弥
陀
三
尊
と
推
定
さ
れ
る
尊
像
に
つ
い
て
は
、
脇
侍
の
二
体
の
菩
薩
像
の
内
、
左
側
の
菩
薩
像
を
拡
大
す
れ

ば
市
場
直
次
郎
氏
の
論
文
「
求
菩
提
山
銅
板
経
図
像
私
考
」
の
（
註
）
５
に
示
し
て
い
る
谷
口
鉄
雄
氏
指
摘

の
通
り
宝
冠
に
化
仏
が
み
ら
れ
る
。
両
脇
侍
は
観
音
、
勢
至
と
考
え
ら
れ
る
が
故
に
阿
弥
陀
如
来
と
す
る
の

が
妥
当
で
あ
り
、
阿
弥
陀
三
尊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

阿
弥
陀
如
来
の
印
相
は
二
手
開
白
で
、
説
法
相
で
あ
る
。
こ
の
印
相
は
、『
諸
尊
図
像
巻
上
』
の
「
往
生
曼

荼
羅
」（
㊟
３
６
）、『
別
尊
雑
記
』
巻
第
五
「
阿
弥
陀
」
の
九
品
曼
荼
羅
（
㊟
３
７
）
に
見
ら
れ
る
。
両
図
と

も
向
か
っ
て
左
端
に
位
置
し
て
お
り
、
前
者
は
无
碍
光
、
二
手
開
白
、
後
者
は
无
碍
光
三
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

（
往
生
曼
荼
羅
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
往
生
曼
荼
羅
無
礙
光
拡
大
図
） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

      
 
 
 
 

（
九
品
曼
荼
羅
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
品
曼
荼
羅
無
礙
光
拡
大
図
） 

 

（
九
品
曼
荼
羅
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
九
品
曼
荼
羅
无
碍
光
拡
大
図
） 

 

         
 

  

无
碍
光
如
来
と
は
、『
無
量
寿
経
』
の
説
く
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
を
十
二
種
に
分
か
っ
た
徳
号
の
一
つ
で
あ
り
、

一
劫
に
一
仏
が
出
現
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
が
消
滅
し
、
心
身
と
も
に
安
ら
ぎ
を
得
て
三
悪
道
の
苦
し

み
を
除
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
无
碍
光
如
来
は
“
人
法
よ
く
遮
る
も
の
が
な
い
徳
性
を
持
っ
て
い
る
”

と
言
わ
れ
て
い
る
。 

（
㊟
求
菩
提
山
出
土
の
銅
筥
に
描
か
れ
た
図
像
は
全
て
『
古
代
九
州
の
国
宝
』（
平
成
２
１
年
発
行 

九
州
国

立
博
物
館
編
集
発
行
）
よ
り
転
載
し
て
い
る
。） 
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（
富
貴
寺
大
堂
本
尊
阿
弥
陀
如
来
座
像
） 

           

求
菩
提
山
銅
板
の
三
体
の
如
来
像
、
富
貴
寺
大
堂
本
尊
阿
弥
陀
如
来
座
像
の
肉
髻
珠
、
胸
部
、
腹
部
の
線
、 

衣
紋
線
の
状
態
、
衲
衣
を
褊
袒
右
肩
に
巻
い
て
お
り
、
背
中
の
衲
衣
を
引
き
上
げ
て
右
肩
に
か
け
て
い
る
点

に
お
い
て
近
似
し
て
お
り
、
共
通
し
た
図
像
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
様
な
点

か
ら
求
菩
提
山
は
、
宇
佐
国
東
と
同
一
の
仏
教
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

覚
弘
四
年
（
１
０
０
７
）
藤
原
道
長
が
大
和
国
金
峰
山
山
頂
に
造
営
し
た
金
峰
山
経
塚
か
ら
出
土
し
た

自
筆
経
巻
は
、「
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
無
量
義
経
観
普
賢
経
各
一
巻
阿
弥
陀
経
一
巻
弥
勒
上
生
下
生
成
仏
経

各
一
巻
般
若
心
経
一
巻
合
十
五
巻
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

法
華
経
の
願
意
は
、「
為
奉
報
釈
尊
恩
為
値
遇
弥
勒
親
近
蔵
王
為
弟
子
無
上
菩
提
」
阿
弥
陀
経
の
願
趣
は
「
為

臨
終
時
身
心
不
散
乱
念
弥
陀
尊
往
生
極
楽
世
界
」
弥
勒
経
の
願
趣
は
、「
為
除
九
十
億
劫
生
死
之
罪
證
無
生
忍

遇
慈
尊
之
出
世
」
最
後
に
、『
仰
願
当
慈
尊
成
仏
之
時
自
極
楽
界
往
詣
仏
所
為
法
華
会
聴
聞
受
成
仏
記
其
庭
此

所
奉
埋
之
経
巻
自
然
涌
出
令
会
衆
成
随
喜
矣
』
と
銘
文
（
㊟
３
８
）
に
記
し
て
い
る
。 

 

法
華
経
は
、“
釈
尊
の
（
仏
）
恩
に
報
い
、
弥
勒
に
値
遇
し
、
蔵
王
に
親
近
せ
ん
が
た
め
、
そ
し
て
弟
子
の

無
上
の
菩
提
の
為
”
と
し
、
阿
弥
陀
経
は
、“
臨
終
の
時
身
心
散
乱
せ
ず
、
弥
陀
尊
を
念
じ
、
極
楽
世
界
に
往

生
せ
ん
が
為
“
、
弥
勒
経
は
九
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
き
、
無
生
忍
を
證
し
、
慈
尊
の
出
世
に
遇
は
ん
が

為
“
、
最
後
に
、“
慈
尊
成
仏
の
時
に
当
り
て
、
極
楽
界
よ
り
仏
所
に
往
詣
し
、
法
華
会
聴
聞
の
た
め
成
仏
記

を
受
け
、
そ
の
𨓀
（
庭
）
に
こ
の
奉
埋
す
る
所
の
経
巻
、
自
然
に
湧
出
し
、
会
衆
を
し
て
随
喜
を
成
さ
し
め

ん
” 

と
記
し
て
い
る
。 

 

願
意
を
ま
と
め
る
と
、
釈
尊
の
仏
恩
に
報
い
、
弥
勒
と
仏
縁
あ
っ
て
め
ぐ
り
会
う
、
極
楽
世
界
に
往
生
す

る
事
、
弥
勒
仏
が
出
現
し
た
折
に
は
弥
陀
の
極
楽
世
界
か
ら
、
弥
勒
仏
の
説
法
の
場
に
参
拝
す
る
と
い
う
こ

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%97%A4%E5%8E%9F%E9%81%93%E9%95%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%92%8C%E5%9B%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E5%B3%B0%E5%B1%B1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%87%91%E5%B3%B0%E5%B1%B1%E7%B5%8C%E5%A1%9A&action=edit&redlink=1
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と
で
あ
ろ
う
。 

 
藤
原
道
長
に
よ
る
埋
経
と
ほ
ぼ
同
時
代
、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
に
性
空
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
兵
庫
県

姫
路
市
の
弥
勒
寺
の
弥
勒
如
来
座
像
は
長
保
元
年
（
九
九
九
）
の
作
と
さ
れ
、
そ
の
銘
文
（
㊟
３
９
）
に
は
、 

  

「
仍
現
世
□
年
恣
栄
楽
後
生
三
会
遇
初
回
□
之
間
往
詣
兜
率
極
楽
遊
戯
十
方
世
界
」 

 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
極
楽
へ
の
往
生
を
足
が
か
り
に
弥
勒
仏
の
出
世
の
折
に
は
そ
の
説
法
が
な
さ
れ
救
済
さ

れ
る
龍
華
三
会
へ
の
参
詣
が
当
時
の
仏
教
徒
の
大
き
な
願
い
で
あ
っ
た
が
伺
わ
れ
る
。 

 

『
法
華
経
普
賢
菩
薩
勧
発
品
』（
㊟
４
０
）
に
は
法
華
経
を
受
持
読
誦
し
、
そ
の
経
意
を
理
解
す
れ
ば
死
後

千
仏
に
導
か
れ
て
弥
勒
菩
薩
の
い
る
忉
利
天
に
往
け
る
。
弥
勒
菩
薩
は
（
如
来
の
）
三
十
二
相
を
有
し
て
お

り
、
大
菩
薩
衆
周
り
を
囲
み
、
百
千
億
の
天
女
や
眷
族
が
い
る
。
そ
の
中
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。(

法

華
経
は)

こ
の
様
な
功
徳
利
益
が
あ
る
の
で
人
に
も
書
写
し
人
に
も
書
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
受
持
読
誦
憶
念

し
て
修
行
す
べ
き
で
あ
る
。
と
、
説
か
れ
て
お
り
法
華
経
信
仰
の
中
に
弥
勒
信
仰
が
包
含
さ
れ
お
り
、
写
経

を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。 

『
観
彌
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
經
』（
㊟
４
１
）
に
は
、
煩
悩
を
断
じ
得
な
い
凡
夫
で
あ
っ
て
も
瞑
想
修
行
を
な
さ
ず
煩
悩

を
断
じ
て
い
な
い
出
家
者
で
あ
っ
て
も
死
後
に
兜
率
に
生
じ
る
、
と
説
い
て
お
り
、
弥
勒
信
仰
は
在
家
あ
る
い
は
求
菩

提
山
に
見
ら
れ
る
半
僧
半
俗
の
修
行
者
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
教
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
』
集
（
以
後
託
宣
集
と
表
記
す
る
）
神
亀
２
年
（
７
２
４
）
一
月
二
七
日
の
託
宣

に
、
勅
定
に
よ
り
弥
勒
禅
院
・
薬
師
勝
恩
院
を
大
神
比
義
が
建
立
と
あ
る
。 

  

「
神
吾
未
来
の
悪
世
の
衆
生
を
導
か
ん
が
為
に
、
薬
師
・
弥
勒
二
仏
を
以
て
、
我
が
本
尊
と
為
す
。…

」 

  

『
託
宣
集
』
天
平
九
年
（
７
３
７
年
）
四
月
七
日
の
条
に
は
、
弥
勒
寺
禅
院
を
遷
し
、
弥
勒
寺
建
立
と
あ

る
。 

  

「
我
当
来
の
導
師
弥
勒
慈
尊
を
崇
め
ん
と
欲
ふ
。
伽
藍
を
遷
し
立
て
、
慈
尊
を
安
ゑ
奉
り
、
一
夏
九
旬
の

間
、
毎
日
慈
尊
を
拝
み
奉
ら
ん
」 

 

と
あ
り
、
八
幡
神
の
帰
依
の
対
象
は
弥
勒
、
薬
師
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
宇
佐
八
幡
宮
の
神
宮

寺
で
あ
る
弥
勒
寺
の
金
堂
の
本
尊
が
薬
師
、
講
堂
の
本
尊
が
弥
勒
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
証
左
と
な
る
で
あ

ろ
う
。 

（
弥
勒
寺
金
堂
本
尊
薬
師
如
来
㊟
４
２
） 

 
 
 
 
 

（
弥
勒
寺
講
堂
本
尊
弥
勒
菩
薩
㊟
４
３
） 
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八
幡
神
は
未
来
悪
世
の
衆
生
を
導
く
為
に
、
薬
師
と
弥
勒
の
二
仏
を
八
幡
神
の
本
尊
と
し
一
夏
九
旬
弥
勒

を
拝
む
と
、
託
宣
し
て
い
る
。
縷
々
述
べ
て
き
た
平
安
期
の
信
仰
形
態
と
八
幡
神
の
託
宣
を
考
慮
す
れ
ば
、

宇
佐
八
幡
の
同
一
信
仰
圏
に
属
す
る
求
菩
提
山
出
土
の
銅
筥
に
描
か
れ
た
尊
像
は
薬
師
と
釈
迦
の
組
み
合
わ

せ
と
み
る
以
外
に
、
薬
師
、
弥
勒
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

釈
迦
、
弥
勒
の
無
仏
中
間
に
あ
っ
て
、
衆
生
を
救
済
す
る
仏
で
あ
る
薬
師
と
五
六
億
七
千
万
年
後
の
未
来

仏
弥
勒
が
手
印
を
説
法
相
に
し
て
龍
華
三
会
の
法
を
説
い
て
い
る
姿
と
も
想
像
で
き
る
。 

大
江
匡
房
に
よ
る
『
続
本
朝
往
生
伝
』〈
十
六
〉
真
縁
上
人
の
項
（
㊟
４
４
）
に
、 

  

「
爰
知
。
生
身
仏
即
是
八
幡
大
菩
薩
也
。
謂
其
本
覚
。
西
方
無
量
寿
如
来
也
。
真
縁
已
奉
見
生
身
之
仏
。 

 

豈
非
往
生
之
人
乎
。」 

 

と
あ
り
、
八
幡
大
菩
薩
の
本
覚
を
無
量
寿
如
来
と
記
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、『
諸
社
根
元
記
』（
㊟
４
５
）
に
よ
れ
ば
、
石
清
水
八
幡
宮
は
、
祭
神
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
玉

依
姫
と
し
、
そ
の
本
地
仏
を
阿
弥
陀 

観
音 

勢
至
と
記
し
て
い
る
。 

 

求
菩
提
出
土
の
銅
筥
に
線
刻
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
三
尊
像
は
、
本
地
垂
迹
説
に
基
づ
い
て
、
本
尊
阿
弥
陀

如
来
に
応
神
天
皇
、
観
世
音
菩
薩
に
神
功
皇
后
、
勢
至
菩
薩
に
玉
依
姫
を
配
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

 

銅
筥
に
彫
ら
れ
た
不
動
明
王
像
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
次
に
、
不
動
明
王
に
つ
い
て
、
胎

蔵
図
像
、
胎
蔵
旧
図
様
、
現
図
、
求
菩
提
銅
板
の
図
像
を
示
し
て
お
く
。 

 

（
胎
蔵
図
像
） 

 
 

（
胎
蔵
旧
図
様
） 

 
 
 
 
 

（
現
図
） 

 
 
 
 
 

（
求
菩
提
銅
板
） 

      

『
諸
説
不
同
記
』
は
、 

 

「
或
図
剣
有
光
焔
。
左
手
屈
臂
開
肘
仰
掌
指
端
向
左
持
索
。
面
向
右
方
。
坐
盤
石
上
。
」 

と
あ
り
、
求
菩
提
銅
板
経
に
み
ら
れ
る
不
動
明
王
の
剣
の
周
囲
に
光
焔
と
思
し
き
線
刻
が
見
ら
れ
る
点
、
左

手
の
臂
（
肩
か
ら
手
首
）
を
屈
し
て
肘
（
関
節
部
分
）
を
開
き
、
掌
の
指
端
を
仰
ぎ
、
左
に
羂
索
を
持
し
て

い
る
等
、
宗
叡
請
来
の
或
図
と
の
関
係
性
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
概
ね
胎
蔵
旧
図
様
に
近
い
様
に
感
じ
ら
れ

る
。
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。 

 

求
菩
提
銅
板
経
に
線
刻
さ
れ
て
い
る
毘
沙
門
天
に
つ
い
て
胎
蔵
図
像
、
胎
蔵
旧
図
様
、
現
図
と
の
比
較
を

行
っ
て
み
る
と
、 

（
胎
蔵
図
像
） 
 
 
 

（
胎
蔵
旧
図
様
） 

 
 
 

（
現
図
） 

 
 
 
 

（
求
菩
提
銅
板
） 
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『
諸
説
不
同
記
』
に
毘
沙
門
に
つ
い
て
次
の
様
に
記
述
し
て
い
る
。 

  

現
図
在
門
之
東
。
金
色
。
被
甲
著
帯
。
二
端
繋
肘
上
自
内
外
屈
曲
至
座
前
。
著
冠
有
繒
。
或
図
在
耳
璫
。 

 

右
手
向
内
當
腰
側
持
棒
。
或
図
当
嬭
。
左
手
仰
掌
指
頭
向
左
掌
持
宝
塔
。
或
図
竪
左
膝
而
交
坐
。
面
少 

 

左
少
怒
目
。
無
光
。
或
図
有
頭
光
。
私
云
。
毘
沙
門
眷
族
闕 

 

求
菩
提
山
銅
板
に
描
か
れ
て
い
る
毘
沙
門
天
と
胎
蔵
図
像
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
は
背
中
に
火
焔
を

背
負
い
甲
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
後
者
は
頭
光
に
は
フ
レ
ア
状
の
火
焔
が
み
ら
れ
、
甲
状
の
も
の
を
か
ぶ
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
求
菩
提
山
銅
板
、
胎
蔵
旧
図
様
、
現
図
と
も
に
右
手
に
宝
棒
、
左
手
に
多
宝
塔
を
持
し

て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
胎
蔵
図
像
は
、
右
手
に
独
鈷
、
左
手
に
槍
（
寶
珠
状
の
柄
）
の
棒
を
持
し
て

い
る
。
或
図
に
つ
い
て
は
、『
諸
説
不
同
記
』
の
記
述
内
容
と
胎
蔵
旧
図
様
に
比
肩
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
何
れ
の
図
像
も
、
地
方
の
独
自
の
作
と
み
る
よ
り
も
中
央
の
儀
軌
に
そ
の
所
依
を
求
め
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

銅
筥
に
彫
ら
れ
て
い
る
不
動
、
毘
沙
門
の
配
置
は
、『
本
尊
縁
起
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
様
に
、
仏
の
聖
域

を
守
る
密
教
の
降
魔
を
不
動
明
王
、
顕
教
の
降
魔
を
毘
沙
門
天
と
し
て
意
図
し
て
の
配
置
で
あ
ろ
う
か
ら
、

天
台
教
学
の
流
れ
を
く
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
八
幡
宮
の
祭
神
で
あ
る
、
応
神
天
皇
、
神
功
皇
后
、
比
売
大
神
は
本
地
垂
迹
説
の
視
点
か
ら
見
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
弥
陀
、
観
音
、
勢
至
に
該
当
し
、
そ
う
し
た
宗
教
思
想
を
も
と
に
阿
弥
陀
三
尊
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

背
面
に
描
か
れ
た
二
尊
仏
に
つ
い
て
は
、
一
尊
は
薬
師
で
あ
ろ
う
。
他
の
一
尊
は
釈
迦
で
あ
っ
て
も
図
像

的
に
は
間
違
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
だ
、
八
幡
信
仰
と
い
う
宗
教
思
想
の
面
か
ら
推
察
す
れ
ば
、

『
託
宣
集
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
幡
神
の
帰
依
の
対
象
は
、
薬
師
、
弥
勒
で
あ
り
、
弥
勒
寺
の
金
堂
本

尊
、
講
堂
本
尊
と
し
て
祭
祀
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
弥
勒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
彦
山
流
記
』
に
も
、
彦
山
は
弥
勒
の
兜
卒
浄
土
と
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
兜
卒
浄
土
四
十
九

院
を
模
し
た
四
十
九
窟
が
配
さ
れ
、
求
菩
提
山
は
そ
の
第
十
窟
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
弥
勒
浄
土
の
一
角
を

占
め
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
弥
勒
で
あ
る
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
事
跡
を
考
慮
す
れ

ば
、
描
か
れ
た
尊
像
は
、
天
台
思
想
と
八
幡
神
の
宗
教
思
想
が
重
層
的
か
つ
複
合
的
に
リ
ン
ク
し
、
そ
の
エ

ッ
セ
ン
ス
が
凝
縮
さ
れ
た
形
で
図
像
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
薬
師
、
弥
勒
と
考
え
る
。 

 ㊟
１
８
、「
金
峯
山
経
塚
遺
跡
の
研
究
」
石
田
茂
作
・
矢
島
恭
介 

東
京
帝
室
博
物
館
学
報
第
八 

１
９

３
７
年 

㊟
１
９
『
小
田
富
士
雄
著
作
集
Ⅰ 

九
州
考
古
学
研
究
歴
史
時
代
篇
』
昭
和
５
２
年 

学
生
社 

㊟
２
０
、
『
別
府
大
学
文
化
財
研
究
所
企
画
シ
リ
ー
ズ
①
』
「
ヒ
ト
と
モ
ノ
と
環
境
が
語
る
」
経
筒
が
語

る
中
世
の
世
界 

思
文
閣
出
版 

二
〇
〇
八
年 

㊟
２
１
、
『
古
代
九
州
の
国
宝
』
九
州
国
立
博
物
館 

平
成
２
１
年 

２
９
頁
参
照 

㊟
２
２
、「
求
菩
提
山
銅
板
経
図
像
私
考
」
市
場
直
次
郎 

『
考
古
学
雑
誌
』
四
十
巻
三
号 

昭
和
二
九
年
所 

収 

㊟
２
３
、『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
下 

“
慈
覚
大
師
伝
”
所
収 

比
年
及
四
十
。
身
羸
眼
暗
。
知
命
不
久
。
於
是
。
尋
此
山
北
洞
幽
閑
之
處
。
結
艸
為
菴
。
絶
跡
待
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終
。
今
之
首
楞
厳
院
是
也
。
俗
曰
横
河
矣
。
蟄
居
三
年
。
錬
行
彌
新
。
夜
夢
。
従
天
得
薬
。
其
形

似
瓜
。
喫
之
半
片
。
其
味
如
蜜
。
傍
有
人
語
曰
。
此
是
三
十
三
天
不
死
妙
薬
也
。
喫
畢
夢
覚
。
口

有
余
気
。
大
師
心
怪
。
自
特
焉
。
其
後
疲
身
更
健
。
暗
眼
還
明
。
於
是
。
以
石
墨
艸
筆
。
手
自
書

寫
法
華
経
一
部
。
修
行
四
種
三
昧
。
即
以
彼
経
。
納
於
小
塔
。
安
置
堂
中
。
後
号
此
堂
。
曰
如
法

堂
。 

㊟
２
４
、『
比
叡
山
と
天
台
の
美
術
』
比
叡
山
開
創
一
二
〇
〇
年
記
念 

東
京
国
立
博
物
館
他
編 

一
九
八
六

年 

㊟
２
５
、「
銅
板
法
華
経
・
付
銅
筥
板
」
田
口
榮
一
『
國
華
』
九
五
七
号 

一
九
七
三
年 

㊟
２
６
、『
築
上
郡
史
』
築
上
郡
史
編
纂
委
員
会
編
纂 

臨
川
書
店 

１
９
８
６
年
復
刻
版 

㊟
２
７
、「
求
菩
提
山
縁
起
」
は
求
菩
提
山
祐
官
坊
祐
瞬
に
よ
っ
て
享
保
１
２
年
（
１
７
２
７
）
に
作
成
さ
れ
た
。

『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
１
８
修
験
道
資
料
集
Ⅱ
』
西
日
本
編
所
収 

㊟
２
８
、『
慈
圓
の
研
究
』
多
賀
宗
隼 

(
株)
吉
川
弘
文
館 

昭
和
五
十
五
年
所
収 

㊟
２
９
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
・
図
像
篇
第
九
巻
』
１
１
０
頁
下
段
二
行
～
七
行 

㊟
３
０
、『
佛
教
芸
術
』
第
二
百
八
号
、
平
成
五
年 

㊟
３
１
、『
平
安
遺
文
』
金
石
編
・
増
補 

東
京
堂
出
版 
竹
内
理
三
編 

昭
和
５
１
年
所
収 

㊟
３
２
、
建
保
元
年
癸
酉
（
一
二
一
三
年
）
編 

『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
１
８
修
験
道
資
料
集
Ⅱ
』
西
日

本
編
所
収 

㊟
３
３
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
・
図
像
篇
第
四
巻
』
曼
荼
羅
集
参
考
図
像
№
２
３
・
二
一
七
頁 

㊟
３
４
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
・
図
像
篇
第
四
巻
』
曼
荼
羅
集
参
考
図
像
№
２
８
・
二
二
二
頁 

㊟
３
５
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
一
二
巻
』
所
収 

㊟
３
６
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
・
図
像
篇
第
三
巻
図
像
№
４
・
六
八
〇
頁 

㊟
３
７
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
・
図
像
篇
第
三
巻
図
像
№
２
１
・
一
〇
〇
頁 

㊟
３
８
、『
原
色
版
国
宝
４ 

平
安
Ⅱ
』 

文
化
財
保
護
委
員
会
監
修 

毎
日
新
聞
社
「
国
宝
」
委
員
会
事
務

局
編
集 

毎
日
新
聞
社
発
行 

昭
和
４
２
年
１
６
４
頁 

金
銅
藤
原
道
長
経
筒
（
銘
文
）
よ
り 

  
 
 

「
南
瞻
部
洲
大
日
本
国
左
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
道
長
百
日
潔 

 
 

 
 

斎
率
信
心
道
俗
若
干
人
以
寛
弘
四
年
秋
八
月
上
金
峯
山
以
手 

 
 

 
 

自
奉
書
写
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
无
量
義
経
観
普
賢
経
各 

 
 

 
 

一
巻
阿
弥
陀
経
一
巻
弥
勒
上
生
下
生
成
仏
経
各
一
巻
般 

 
 
 

 

若
心
経
一
巻
合
十
五
巻
納
之
銅
篋
理
于
金
峯
其
上
立
金
銅 

 
 

 
 

燈
樓
奉
常
燈
始
自
今
日
期
龍
華
晨
於
是
弟
子
焚
香
合
掌
白 

 
 

 
 

蔵
王
而
言
法
華
経
者
是
為
奉
報
釈
尊
恩
為
値
遇
弥
勒
親
近 

 
 

 
 

蔵
王
為
弟
子
无
上
菩
提
先
年
奉
書
欲
賷
参
之
間
依
世
間
病 

 
 
 
 
 

 

悩
事
与
願
違
為
恐
浮
生
之
不
定
且
於
京
洛
供
養
先
了
今
猶 

 
 
 
 

所
以
理
於
茲
者
盖
償
初
心
復
始
願
之
志
也
阿
弥
陀
経
者
此 

 
 
 
 

度
奉
書
是
為
臨
終
時
身
心
不
散
乱
念
弥
陀
尊
往
生
極
楽
世
界 

 
 
 
 

也
弥
勒
経
者
又
此
度
奉
書
是
為
除
九
十
億
劫
生
死
之
罪
證 

 
 
 
 

无
生
忍
遇
慈
尊
之
出
世
也
仰
願
當
慈
尊
成
仏
之
時
自
極
楽 

 
 
 
 

界
往
詣
仏
所
為
法
華
会
聴
聞
受
成
仏
記
其
𨓀
此
所
奉
埋
之 

 
 
 
 

経
巻
自
然
涌
出
令
会
衆
成
随
喜
矣
弟
子
得
宿
命
通
知
今
日 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%B8%E9%85%89
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事
如
智
者
之
記
霊
山
於
前
会
文
殊
之
識
往
劫
於
須
臾
者
歟 

 
 
 
 

嗚
呼
発
菩
提
心
懺
無
量
罪
運
東
閤
之
匪
石
加
南
山
之
不
騫 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

中
略) 

 
 
 
 

仏
聞
法
之
縁
弟
子
道
長
敬
白 

 
 
 
 
 
 
 
 

寛
弘
四
年
未丁 

八
月
十
一
日 

」 
 

 

㊟
３
９
、
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成 

平
安
時
代 

『
造
像
銘
記
篇
』
第
五
巻
所
収 

姫
路
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課
の
宇
那
木
氏
よ
り
資
料
提
供
。 

㊟
４
０
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
九
巻
』
所
収 

㊟
４
１
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
一
四
巻
』
所
収 

㊟
４
２
、
金
堂
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
：
重
文
、
鎌
倉
期
。
丈
六
仏
（
高
さ
３
．
１
５
ｍ
）。
現
宇
佐
大
善
寺
蔵
。 

㊟
４
３
、
講
堂
本
尊
弥
勒
菩
薩
坐
像
：
丈
六
仏
、
県
文
。
現
宇
佐
極
楽
寺
蔵
。 

㊟
４
４
、『
続
本
朝
往
生
伝
』〔
十
六
〕
真
縁
上
人 

大
江
匡
房
撰 

『
往
生
伝 

法
華
験
記
』（
日
本
思
想
体

系
７
）
岩
波
書
店 

一
九
七
四
年
所
収 

㊟
４
５
、
室
町
時
代
に
吉
田
神
社
の
祠
官
吉
田
兼
右
が
著
し
た
。 

 
 
 
 

石
清
水 

奥
注 

山
城
国
久
世
郡
三
座
式
外 

 
 
 
 

三
所 

応
神
天
皇
男
体 

神
宮
皇
后
女
体 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

玉
依
姫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝
燈
大
法
師 

 
 
 
 
 
 

「
貞
観
元
年
四
月
十
五
日
奉
宣
行
教
和
尚 

参
籠
宇
佐
宮
同
年
八
月
廿
三
日
帰
京 

奏
神
告
之
由 

同
九
月
十
九
日
於
男
山
峯
建
立
御
殿
六
宇
三
宇
正
殿

礼
殿 

 

自
尓
以
来
鎮
座
当
山 

 
 
 
 

本
地 

阿
弥
陀 

観
音 

勢
至 

 
 
 
 

又
云 

石
清
水
御
事 

   
 
 

㈥ 

結
語 

 

我
国
は
、
永
承
二
年
（
１
０
５
２
）
に
末
法
の
世
を
迎
え
る
と
さ
れ
、
求
銅
板
法
華
経
と
銅
筥
の
埋
納
も

そ
う
し
た
時
代
背
景
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。『
託
宣
集
』
神
亀
２
年
（
７
２
４
）
一
月
二
七
日
に
、 

 「
神
吾
未
来
の
悪
世
の
衆
生
を
導
か
ん
が
為
に
、
薬
師
・
弥
勒
二
仏
を
以
て
、
我
が
本
尊
と
為
す
。」 

 

と
託
宣
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
八
幡
神
の
信
仰
の
中
心
を
薬
師
、
弥
勒
に
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
願
、
誓
願

を
悪
世
（
末
法
と
置
き
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
）
に
お
い
て
、
現
世
（
薬
師
）
か
ら
未
来
（
弥
勒
）
に
か
け
て

現
当
二
世
の
救
済
を
実
行
す
る
と
宣
言
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

天
台
大
師
智
顗
の
五
時
教
判
で
は
、
法
華
経
を
釈
迦
の
説
い
た
最
高
の
教
え
と
位
置
付
け
て
お
り
、
こ
の

伝
統
は
最
澄
の
天
台
宗
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
未
来
悪
世
の
衆
生
へ
の
仏
教
の
至
上
の
教
え
で
あ
る
法

華
経
の
伝
承
と
八
幡
神
の
衆
生
済
度
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
銅
板
法
華
経
と
銅
筥
に
描
か
れ
た
尊
像
に
込
め
ら

れ
て
埋
納
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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最
後
に
、
本
論
考
を
書
く
端
緒
に
な
り
ま
し
た
の
は
先
年
城
井
神
社
の
祭
典
で
後
藤
市
長
に
お
会
い
し
た

折
に
、
何
く
れ
と
な
く
心
遣
い
を
し
て
頂
い
て
い
る
豊
前
の
人
士
の
皆
様
に
少
し
で
も
何
等
か
の
お
返
し
を

し
た
い
と
言
う
感
謝
の
意
を
お
伝
え
し
て
お
り
ま
し
た
。 

拙
い
小
論
で
す
が
、
何
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば
本
望
で
す
。
こ
の
小
論
が
豊
前
市
の
弥
栄
の
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。 

本
論
文
作
成
に
お
い
て
、
恩
師
で
あ
る
錦
織
亮
介
先
生
、
姫
路
市
教
育
委
員
会
の
宇
那
木
氏
、
真
言
宗
山

階
派
川
原
修
一
教
学
主
任
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

殊
に
、
真
言
宗
大
本
山
勧
修
寺
門
跡
筑
波
遍
猊
下
、
総
本
山
一
畑
薬
師
教
団
の
飯
塚
大
幸
管
長
猊
下
に
お

力
添
え
い
た
だ
い
た
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


